
経営学部客員教授
つみ しゅつへし、まい

餐の海秀平 先生

叉外の部の学生も聴講可能てす

. 講演日時平成24年1月 11 日(7k)

4時限目(1 4 5 0~ 1 6 : 2 0)※平成24年授業開始口

講演場所 20号館 3階 20-2 大教室

講演題目

『大相抄~矛盾の世券~』
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写真提供:
株式会社スポーツカンパニー
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【講演の内容】
大相撲はスボーツではない。神事や伝統文化・芸能であり、鏡技性のある技の出し合いを興行として行っている。
取り直しがあり、行事の差し違えがある。だがビデオ判定はアメリカのプロスポーツより何十年も早く導入。
本音と建前。矛盾や暖昧を独楽(こま)のようなバランスで回し、営んでいる大相撲。相撲は大陸から輸入され、
自国で開花させた。日本の歴史とまさしく一致。日本の歩みは大相撲の歩みでもある。

【舞の海秀平先生の略歴】

1990年5月、大相撲出羽海部屋入門。1991年3月、十両に昇進し、同年9月幕内入りを果たす。角界最小の身体ながら、
「猫だまし」、「八艘飛び」などフフンを驚かせる数々の技をくりだし、"技のデパート"の異名をとる。
1999年11月の引退までに、技能賞を5回受賞.現在は舟永大相撲解説者などをつとめるほか、
テレビ・スボーツキャスターとして幅広く活躍中。
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講演会
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